
 

 

 

 

 

 

 

「キュビナ」という学習アプリがあります。 

SOLAN の学習において、教科学習における「復習」や「予習」などの

役目を担っている大切なアプリです。 

 先日の個人懇談会でも何軒かのお家の方にお伝えしましたが、このキュビ

ナについて、１年生では「進捗状況」を全員分チェックしています。 

 このような形で。 



 今までは、各授業の隙間時間等を使って比較的自由な形でこのアプリに取

り組んできましたが、今月からは「目標」を明確に伝えた上で、計画的にア

プリを活用していくことを進めていきます。 

 続けて一つの学習に取り組む「継続力」や、目標に向けて努力を続ける

「やり遂げる力」を磨く場としても、アプリ活用を進めていきたいからです。 

 尚、キュビナは、次のような画面のものです。 

  

 すでに、進捗状況と目標については、全体で幾度か説明をしてあります。 

算数の目標は、「６ひきざん」を終えるところまで 

国語の目標は、「６ことばのがくしゅう」を終えるところまで 

そこに向けて、「お家でもキュビナを進めるんだよ」と声をかけ続けてい

るところです。 

  



ご家庭での目標の目安は、１０分です。 

お家で、その目標に向けて取り組む姿が見られましたら、ぜひひと声かけ

ていただければと思います。 

それが、「継続力」などを育むことや、「学習の定着」などを生み出すこと

につながっていきます。 

また、明日「冬休みの宿題」を配布します。 

チェック忘れなどを防ぐために、一覧表も作りました。 

以下、その一部を抜粋します。 

 

 この中にも、「キュビナ」の項目をつけておきました。 

 １０分以上取り組めた時は、自分で色を塗っていくことにしてあります。 

 「続けて取り組む」ということが、自分でできるようになるまでは、それ



を傍で見守る大人のサポートが必要です。 

 学校では、粗くいって次のステップで「継続力」の向上を目指していきた

いと思っています。 

 ①誰かに声をかけられればキュビナに取り組むことができる 

②声をかけられなくても時々自分で取り組むことができる 

③声をかけられなくてもいつも自分で取り組むことができる 

ここで大切なのは、②が実現した時の大人の反応です。 

「えっ、誰にも言われていないのに自分で取り組めたの？」 

と目を見開いて驚き、 

「嬉しいなぁ。自分一人でそんな風にできるようになったんだね。」 

とニッコリ笑って語り掛け、 

「自分で考えて、目標にむかって努力できる姿ってカッコいいね。」 

とエールを近くの大人から贈ってもらえたならば、きっと継続力はぐんぐん

と伸びていくでしょう。 

 冬休みの間も、そういった意味での一つのチャンスですから、お子さんが

自分の考えで学習に取り組む瞬間が増えていけるように、ご家庭でもサポー

トしていただければ幸いです。 

 尚、１年生のキュビナがすでに終えている子たちも出始めたので、その子

たちには次のように表彰を行っています。（終えた子は、２年生のキュビナ

に進んでいます。） 



 キュビナだけでなく、着替えのことや、おかたづけのこと、トイレの使い

方や、バスの乗車マナーなど、できる限り「そのゴールを目指したい」「そ

んな風にしてみたい」と自分から思えるように指導の工夫を重ねていきたい

と思っています。 

 

１学年通信「コスモスハーモニー」読者ページ (google.com) 
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